
　

▼卓話予告

5/17　 坂本憲治 元会長

5/24　「職業奉仕について」

第２６３０地区パストガバナー　

　　服部芳樹様　（岐阜ＲＣ）

雑草魂

　最近、一戸建て住宅で宅配ボックスを設置す

る家が話題になっています。ご存知の様に宅

配便の留守宅の再発送で、社会問題になって

おります。また以前にアスクルという会社の配

送センターの大火事がありました。手の付けよ

うがなく、4日間燃え続けるほど広いという事で

した。如何に宅配と共に、急成長しているかで

す。アスクルが出来て、知らぬ間に多くの文房

具屋さん、関連企業は大打撃を受けました。

　そこで経営をしていると売り上げや利益はも

ちろん顧客、製品などに目が行きがちですが

競合他社について考えた事はあるでしょうか。

それは同業者以外の会社です。

　自動販売機が出来てタバコ屋が姿を消し、喫

茶店が減り、コンビニができて自動販売機も減

りました。デジカメができて写真の現像は激減、

携帯電話の普及でデジカメが減り、外食産業

のマクドナルドの競合はハンバーガーショップ

だけでなくコンビニ、うどん、牛丼等は日本では

お互いに競合します。コカ・コーラは伊藤園、

大塚製薬、UCCも互いに競合他社になります。

　産業の突然死が、昨今叫ばれています。時
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▼開　会　「点　鐘」

▼ロータリーソング

　　　「国歌」　「歓迎の歌」

▼新入会員紹介  藤田隆司会員

▼ロータリーの目的の唱和

▼ゲストの紹介

　米山奨学生　陳　韋宏様

▼出席報告

▼在籍表彰

会員年次表彰

　在籍47年　佐野　清会員

　在籍41年　松本新太郎会員

　在籍33年　居相英機会員

　在籍  7年  宮川　清

▼お誕生日お祝い

山口智士・西村　衛・小山悦治・

水野雅由・小谷逸朗会員

▼米山奨学金贈呈

▼その他の報告

▼会務報告

　「会長の時間」「幹事の時間」

▼ＳＡＡ報告　ニコニコ箱

▼卓　話　「私を語る」

　山本　隆一・児林　秀一 会員

▼閉　会　「点　鐘」

 

会 長 の 時 間



代の変化を注視していないと、意外なところか

らライバルが現れ、戦わずして知らぬ間に仕事

を持っていかれます。

　ここで話は飛びますが、踏まれても踏まれて

も立ち上がる「雑草」にそんなたくましいイメー

ジを持つ人も、少なくないでしょう。雑草は、踏

まれやすい道端によく生えています。雑草は他

の植物との競争に弱い植物です。強い植物が

生え茂るような深い森には、生える事ができま

せん。雑草は戦略的に強い植物との競争を避

けています。踏まれても立ち上がるという無駄

なエネルギーを使うよりも、踏まれながら花を咲

かせる事を考える方が合理的です。雑草にとっ

て困難な逆境を積極的に利用して成功するこ

とこそが、雑草の生き方です。

　私達の身の周りにいる生き物は、自然界を生

き抜いているという事で全て成功者です。弱い

彼らが生き残る為には、必ず戦略があります。

雑草にとって戦わない事は、とても重要な戦略

です。これもある意味、一つの考え方です。

　ＩＴ化によって様々な業務が機械化されて仕

事がなくなり、外資が来て市場を荒らされ、あら

ゆる業種にその波はやって来るでしょう。振り

返れば歴史的進歩としてとらえますが、その間

多くの会社が姿を消していることになります。現

在の競合他社もつかめないで10年後、20年後

の競合を予測出来るはずもありません。

　会社を取り巻く環境と市場の動向を整理し、

未来に向けての判断を間違えないようにしたい

ものです。大切な事は「自分自身を見失なわな

い生き方」だと思います。

　雑草にとって大切なことは、立ち上がることで

も強い植物との競争でもありません。大切な事

は「種」を残す事です。ただこの目的に対して、

最大限で合理的な努力をしています。戦いに

勝つ事にこだわるよりも、争わないように勉め、

後退しているように見えても力を温存し、好意と

友情を深め、ひいては良好な人間関係を周囲

に築くことになります。まさにＲＣの精神に共感

するものがここに有ると思います。

▼三宅会員が亡くなりました。27日に

通夜、28日に告別式が営まれます。

▼本日PM3:00より、クラブ会員研修

会を３Fで行います。

▼27日に四和会が開催されます。

▼3日から春のRYLAが開催されます。

▼次週5月3日は祝日で、例会はお

休みです。次回例会は5月10日です。

また5月2日は事務局代休です。

▼青少年奉仕委員会・

　　　吉田　法功　委員長

　５月３～５日に春のRYLAが開催されま

す。当クラブからも14名が参加します。

「ＲＣでいかに成長するか」

▼松本　新太郎・元会長

　よく「ロータリーは人を育てる場」と言われます

が、育ててくれるのはＲＣという「器」ではなく、

そこに集まる会員の皆さんだと思います。会費

を払いＲＣに所属しているだけではもちろん、

何の成長も期待できません。やはり例会に出

席し事業にも参加することで、いろんな人たち

と交わり、経験を積み、勉強させてもらうのです。

　皆さんも入会していろんな先輩、同期、後輩

に出会ってこられたことでしょう。中にはとても

大きな影響を受けた人物がおられるかもしれま

せん。ただ、その素晴らしい先輩は、永遠には

おられません。だんだん高齢になり、退会され

る方もあれば、お亡くなりになる方もあります。

　ではそういう「師」と仰ぐ人を失った後は、どう

するか。もちろん新しい師を探し求めてもいい

のですが、あなた自身も年齢を重ねていきます。

その間、次々に若い世代も入会してきます。と

いうことは自然の流れで、次はあなたが誰かの

師となれるよう努力していくことも求められます。

　これは会社でも同じで、いつの日か絶対に次

の社長へバトンを渡さねばなりません。そのた

め優秀な後継者を育てておくことも、社長の重

要な仕事の一つです。

　ロータリーでも、先輩から受け継いだ知恵を

順送りで、次の世代へと伝えていくことが大切

です。特に単年度制ですから、いくら素晴らし

い人格者でも会長の椅子に座っていられるの

は一年限りです。そのため次々と新しいリーダ

ーを発掘し、養成していくことが求められます。

　要するに、いつまでも「クラブから何を得られ

るか」ばかりを考えていてはダメで、いずれ「ク

ラブのため、後輩のために、自分は何ができる

か」を自問する必要があります。

　入会２、３年目になると次の新入会員が入会

してくるので、先輩として面倒を見てあげなくて

はいけません。そして５年目、10年目ともなれ

ば立派な中堅ロータリアンです。少しは貢献も

考えなくてはならないはずです。「これまでお

世話になってきたこのクラブに、少しでも恩返し

をしよう」。これがいわゆる「クラブ奉仕」です。

　５大奉仕のうちの一つであるこのクラブ奉仕

に取り組むことで、あなた自身もきっと、また一

段と成長できるはずです。

　また「役職が人を育てる」こともあると思います。

皆さんもこれから先、もし何かの役職を頼まれ

た時には「自分が成長できるチャンスだ」と前

向きにとらえ、少し背伸びをしてでもぜひ、チャ

レンジしてください。

　ところでRCで成長していくには、クラブ内や

他クラブにでも、目標にするロータリアンがおら

れるなら、その方の良い所を真似て取り入れる

のもいいでしょう。「あんな人間になりたい」と一

歩でも近づけるよう、コツコツと努力を積み重ね

たいものです。

　例会でもできれば毎週、成長していきたいも

のです。そのためには、できるだけ数多くの人

幹　事　報　告 

卓 　 　 　 話

そ の 他 の 報 告



たちと交わることでしょう。時には挨拶するだけ

で終わることもあるかもしれません。しかしその

挨拶から、何かが始まるかもしれません。

　さて少し視点を変えてクラブ全体のことで申し

ますと、会員一人ひとりが成長していく中で、ク

ラブに関しても「５年たったら、５年分成長して

いるＲＣ」であってほしいと願います。「５年たっ

ても５年前とあまり変わらないＲＣ」では、少し残

念です。下手をすると「５年前より、つまらなくな

ったＲＣ」に成り下がる危険性もあります。

　魅力あるクラブ作りを実現するには、自分自

身が成長するのはもちろん、クラブ全体の成長

も考える必要があります。たとえば５年間在籍し

た人は、少なくとも５年分は成長していてほしい

と願います。それが結局は、一人ひとりの品格

を高め、クラブ全体の品格も高めることにつな

がっていきます。

　私が地区ガバナーの経験から学んだことを、

一つだけご紹介します。「地区へ出向した経験

のない方はぜひ一度、地区のロータリー活動

を経験してみてください」。八尾RCにはもちろ

ん素晴らしい方がたくさんおられますが、81クラ

ブが集まる国際ロータリー第2660地区には、も

っと多くの素晴らしい方々がおられます。地区

の委員会などに出向することは、そうした数多

くの方々との出会いの可能性を広げてくれます。

　一度地区に出てみれば、あなたをもう一段高

い所に引き上げてくれる人との出会いがそこに

待っています。ぜひ勇気を出して一歩、踏み

出してみることをお勧めします。

　そしてもう一つ。ロータリーで学んだことを、知

識として頭の中に持っているだけでは、ただの

宝の持ち腐れです。やはりそれを、自分自身

の行動に反映させていくことが大切です。まわ

りの人たちに伝え、受け継いでいくためにはや

はり、自分の言葉や行動として表現することが

重要です。

　そしてまた、人から吸収するため、聞く耳を持

ち続けることも非常に重要です。人の意見や忠

告を聞き入れられないようでは、成長は期待で

きません。独りよがりな人間にとどまるだけです。

　さてここで少し話は変わりますが、近年のＲＣ

の傾向と、これからのＲＣの方向性について考

えてみたいと思います。皆さん感じておられる

と思いますが、このところのＲＣは、わが八尾Ｒ

Ｃはもちろん、ＲＩ全体がどんどん「緩い」方向

へ向かっています。

　たとえば会員資格についても、職業分類の枠

を超えて専業主婦でも正会員として認められる

ようになり、出席率もだんだん緩和される方向

にあります。そして昨年の規定審議会ではつい

に例会の回数まで、クラブの裁量で減らすこと

が可能になりました。このようにＲＣの敷居が目

に見えて低くなっていく現状を見ていますと、

危機感を覚える方も少なくないと思います。

　かつてＲＣといえば、選ばれた人たちしか入

会できないステータスのある集団でした。それ

が時代とともに他にも様々な団体が登場する

中、ＲＣの存在価値も相対的に低下しています。

　そのような現状でも会員増強だけに目を奪わ

れ「誰でもＯＫ」「なんでもあり」といった調子で、

まるで「安売りバーゲン」が加熱していくような

状況に陥ってはいないでしょうか。もしこのまま

値下げのスパイラルが続けば、ロータリーの将

来像はどうなるのでしょう。

　そうした懸念をお持ちの方も数多いと思いま

すが、一方では「せっかく自分が入会したこの

ＲＣを、少しでもさらに良い形にして、次の世代

へと受け継いでいきたい」と考える方も少なくな

いはずです。

　そのためには、どうすればよいか。いろいろ

可能性はあると思いますが、一つはやはり「で

きる限り自分の人格を高めようと、努力していく

こと」です。どんどん安易な方向へ流れていく

風潮に身を任せているだけでは、間違いなく

自分も楽な方へ行ってしまいます。しかしそこ

であえて自分を律し、さらなる高みをめざす気

概を持つことが大切です。

　近年だんだんとルーズになるＲＣの危機的な

状況を逆にチャンスととらえ「その流れに逆らっ

て成長してこそ、本物になれる」と開き直るのも、

いいかもしれません。なかなかしんどいとは思

いますが、深刻に考え込まず、たとえば「毎週

の例会で、何か一つでいいから成長しよう」と

心がけるのもいいと思います。

　その毎週一つの積み重ねが、やがて１年、５

年、１０年と積もれば、必ずや大きな違いになり

ます。そんなことは何も考えず、無意識にロー

タリーライフを過ごしてきた人との差は、きっと

歴然でしょう。

　さあ皆さんもできることから少しずつ、仲間とと

もにもう一段上をめざしてみませんか。その気

持ちさえあればこのＲＣは、あなたにとりきっと

素晴らしい場所になることでしょう。

　ところでこの時期になるとＲＣは毎年、次年度

に向けた動きが本格的に始まります。次年度は

一つ、大きなチャンスが八尾ＲＣに巡ってきま

す。地区ガバナーが主催する「春のＲＹＬＡ」の

ホストクラブを、八尾が務める予定です。ＲＹＬ

Ａとは、次世代のリーダーを養成する、とても価

値ある事業です。

　この機会をピンチととらえるか、チャンスととら

えるかは、皆さん次第です。「えらい大変なの

が回ってきた！」と逃げ腰で対処するのか、あ

るいは「これをクラブ活性化の一つのきっかけ

にしよう」と前向きに取り組むのか、によって結

果が大きく変わってきます。

　どうせやるなら楽しく精一杯やった方が、得ら

れるものも大きいはずです。出来る限りのことを

してあげれば、若者たちもきっとたくさんのこと

を学んでくれることでしょう。そしてその若者た

ちから、私たちが学ばせてもらうことも数多くあ

るはずです。

　せっかくの機会ですから、このようなチャンス



に積極的に関わっていくことで、ＲＣに在籍す

る醍醐味を、一人でも多くの会員に味わってい

ただければうれしく思います。

　以上とりとめのない話でしたが、少しでも皆様

へのヒントになれば幸いです。何か一つでも取

り入れていただき、それが皆様の成長へとつな

がれば、うれしい限りです。

▼山本（昌）会長　三宅会員のご冥福

をお祈り申し上げます。本日、卓話、

松本ＰＧご足労をおかけいたします。

▼田中副会長　三宅会員のご冥福を

お祈りします。松本パストガバナー本

日、卓話、宜しくお願いします。

▼山陰幹事 松本さん卓話楽しみにし

ております。

▼佐々木名誉会員　いつもご無沙汰

してすみません。バッジ忘れ。例会欠

席お詫び。

▼佐野会員 三宅さんご冥福祈ります。

松本ＰＧ卓話楽しみに。本日研修会

よろしく。

▼松本会員　本日の卓話よろしくお

願いします。

▼中西（啓）会員　松本さん、本日の

卓話をよろしく！

▼池尻会員　三宅ひろっちゃん、そ

んなに急いでどうするねん。無理にＲ

Ｃ入会させて、負担かけ後悔していま

す。小生まだ暫くこの世にいてますが、

ひろっちゃん天国で遊んでいて下さ

い。そちらで又いっぱい呑みまひょ。

▼寺坂・小谷・西村会員　本日の卓

話楽しみにしています。

▼山本（勝）・菅野・笠井・宮川会員　

三宅博様のご冥福をお祈り致します。

▼中川（廣）会員　松本ＰＧ本日の卓

話楽しみにしております。

▼川田会員　松本さん、卓話をよろし

くお願いします。

▼吉本会員　三宅会員いろいろとあ

りがとうございました。

▼濵岡会員　三宅会員のご冥福をお

祈り致します。松本会員、本日の卓

話楽しみにしています。

▼長竹会員　松本さん、卓話楽しみ

です。成長させて下さい。

▼吉田会員　宮川さん、松井さんあり

がとうございました。

▼児林会員　例会欠席お詫び。

八尾ロータリークラブ会報 クラブ広報委員会
お気付きの点がございましたら、
広報委員会までご一報下さい

委員長 ▼ 小谷　逸朗　　副委員長 ▼ 奥谷　英一
委 　員 ▼ 池尻　誠　　吉本　憲司

■ 出席報告

月日

4/12

4/19

4/26

会員数

58

58

57

出席

40

44

39

（内出席規定適用免除者）

7

8

8

メークアップ

2

出席率

75.47％

81.48％

73.58％

確定出席率

79.25％

４月合計額　 　 ３７１，０００円

年度累計　　２，９００，１００円

ニ　コ　ニ　コ　箱

ロ ー タ リ ー の 目 的

ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、
これを育むことにある。具体的には、次の各項を奨励することにある：

第１　知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること；

第２　職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値
　　　　あるものと認識し、社会に奉仕する機会としてロータリアン
　　　　各自の職業を高潔なものにすること；

第３　ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および
　　　　社会生活において、日々、奉仕の理念を実践すること；

第４　奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを
　　　　通じて、国際理解、親善、平和を推進すること。
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